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は じめに 	
 

	
 伊豆諸島は相模湾の南方海上の火山島からなる島々からなり、 2000 年に噴火
した三宅島や、島全体が自然性の高い森林に覆われる御蔵島など様々な島からな

る。伊豆諸島独自の植物も多く、ハチジョウイタドリ Fallopia japonica  var. 
hachidyoensis、オオシマカンスゲ Carex oshimensis、シチトウエビヅル Vitis 
ficifolia  var.  izuinsularis のように、島などの名前が付けられている種や変種も
多い。本稿では、このような伊豆諸島の植物の固有性について述べ、次にその保

全について述べることとする。なお、植物の学名・和名については、米倉・梶田

忠（ 2003）に従った。  
	
 

伊 豆諸島の植物の固有性 	
 

①フォッサ・マグナ地域と伊豆諸島の植物の固有性  
	
 伊豆諸島は本土と陸続きになっ

たことがない火山島と考えられて

いる。このことが、固有性を高める

第一の要因となっている。その一方

で、隣接する伊豆半島などとの共通

性も高い。植物区系的には、伊豆諸

島はフォッサ・マグナ地区に属し、

中でも島嶼性の著しい所として区

別される（図 1、常谷・大場 1968；
高橋 1971）。フォッサ・マグナ地区
の本州側の地域としては、伊豆半島、

房総半島南部、丹沢、御坂山塊、箱

根、富士山、八ヶ岳などがフォッサ  

図 1．フォッサ・マグナ地区。   
  高橋（ 1971）より作成した。	
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・マグナ地区に入る。高橋（ 1971）に基づいて整理すると、フォッサ・マグナ
要素とされる植物は 190 分類群程度（変種レベルを含む）あり、その内、約 60
分類群が伊豆諸島に分布し、およそ 25 分類群が伊豆諸島に固有に分布する。ま
た、大場（ 1990）はおよそ 65分類群を伊豆諸島に固有または準固有の分類群（種、
亜種、変種）として挙げ、Ohba and Akiyama（ 2002）は、およそ 35 分類群を
伊豆諸島に固有の分類群としている。次にこれらの具体的な植物名を示す。なお、

イズノシマホシクサ以外の種・変種は全て御蔵島に分布している。  
 
伊豆諸島固有種：ハチジョウコゴメグサ Euphrasia hachijoensis、シマガマズ
ミ Viburnum brachyandrum 、 ミ ク ラ シ マ ト ウ ヒ レ ン Saussurea 
mikurasimensis、イズノシマホシクサ Eriocaulon zyotanii、オオキリシマ
エビネ Calanthe izuinsularis、ハチジョウカンスゲ Carex hachijoensis、ミ
クラザサ Sasa jotanii など  

伊豆諸島にほとんど固有に分布する種：オオシマカンスゲ、シマホタルブクロ

Campanula microdonta など  
伊豆諸島固有変種：シマキンレイカ Patrinia triloba  var. kozushimensis、ニオ
イウツギ Weigela coraeensis  var. fragrans、ハチジョウイタドリ、サクユ
リ Lilium auratum var. platyphyllum など  

伊豆諸島中心に分布する種・変種：オオシマザクラ Cerasus speciosa、ガクア
ジサイ Hydrangea macrophylla  f.  normalis、オオバヤシャブシ Alnus 
sieboldiana、イソギク Chrysanthemum pacificum、ワダン Crepidiastrum	
 
platyphyllum など  

 
伊豆諸島固有種は全体に分布域が限られたものが多く、ハチジョウコゴメグサ

などは御蔵島と八丈島のごく一部にしか分布しない。また、オオキリシマエビネ

については、乱獲の影響もあり、自生個体は極めて稀になっている。一方、オオ

シマカンスゲは伊豆諸島では極めて個体数が多く分布も広いが、本土にはほとん

ど分布せず、わずかな分布記録があるのみである。伊豆諸島の固有性の特色を強

く反映する植物である。伊豆諸島固有変種にはハチジョウイタドリやニオイウツ

ギなどの島では個体数が多いものが含まれている。オオシマザクラ、オオバヤシ

ャブシ、イソギクなどは伊豆半島を中心に本州の沿岸域にも分布するが、伊豆諸

島で特に個体数が多い。このような分布様式を持つ種については、伊豆諸島で種

分化した後に本州に再移入した可能性もあり（大場 1990）、伊豆諸島の植物相の
特異性を示すものである。  
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②植物にみられる特徴ある変化  
	
 伊豆諸島の植物の特色を理解する上で重要な点は、前述した固有性だけでなく、

本土との形態的・生態的相違を挙げることができる。このような相違は島の間で

も観察できる。共通性が高い特徴的な変化としては、（ 1）葉の大型化、（ 2）刺
の退行、（ 3）花の芳香、（ 4）花冠の小型化などが挙げられる（常谷・大場 1968；
星野 2004 など）。  

 
図 2．タマアジサイの葉のサイズの比較。三宅島のものはラセ
イタタマアジサイとなる。  

 
葉の大型化が顕著な例としては、タマアジサイ Hydrangea involucrata（伊豆

諸島のものはラセイタタマアジサイ Hydrangea involucrata  var. idzuensis）が
挙げられる（図 2）。大型化の原因は不明であるが、島が温暖湿潤な気候条件に
あることと関係していると考えられる。  
刺の退行については、シチトウタラノキ Aralia ryukyuensis  var.  inermis で

見られ（伊豆半島などの本州側はタラノキ Aralia elata）、サルトリイバラ Smilax 
china などで見られ、島で刺が少なくなる（図 3）。これは、伊豆諸島には元々、
ニホンジカのような大型草食動物が分布しないため、刺という物理的な防御機能

の必要性が低かったことと関係していると考えられる。  
花の芳香が強くなることや花冠の小型化は、花粉を媒介する訪花昆虫相の相違

を反映していると考えられる。花冠の小型化についての典型例は、シマホタルブ

クロである。本州には、ホタルブクロ Campanula punctata  var. punctata とヤ
マホタルブクロ Campanula  punctata  var. hondoensis の近縁な 2 変種が主に分
布し、房総半島の一部にはシマホタルブクロも分布する。花の大きさは、ホタル

ブクロとヤマホタルブクロで大きく、シマホタルブクロで小さい。シマホタルブ

クロは島間でも相違があり、大島のシマホタルブクロは本州と島の中間的な大き

さとなる（図 4）。これは、訪花昆虫の相違によって説明されており、本州では
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図 3．タラノキとシチトウタラノキの刺の比較。千葉の写真の
タラノキはニホンジカにより採食された個体である。  

 
大型のマルハナバチ、大島ではやや小型のコマルハナバチ、他の島ではより小型

のコハナバチなどが花粉を媒介する（ Inoue 1988；井上 1990）。すなわち、花粉
を媒介する昆虫の大きさと花の大きさとの間に対応関係が見られる。このような

対応関係は、花粉媒介に関するシマホタルブクロの適応的な進化の結果として、

成立したものと考えられている（ Inoue 1988；井上 1990）。  
 

 
図 4．ホタルブクロとシマホタルブクロの花冠サイズの比較。  

 
伊豆諸島の植物の固有性の保全  
	
 これまで見てきたように、伊豆諸島の植物は単に固有性が高いというだけでな

く、島独自の進化プロセスを有することによっても特徴づけられる。前述したオ

オキリシマエビネやハチジョウコゴメグサのような絶滅危惧種の保全だけでな

く、島独自の生物間相互作用や進化プロセスを守ってゆく必要がある。島におけ

る外来種問題は、種の絶滅を引き起こすだけでなく、島の進化の歴史を大きく攪

乱してしまうものである。  
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①世界の海洋島の外来種問題  
	
 小笠原諸島やハワイ諸島など、世界には伊豆諸島以上に孤立性の高い島々があ

り、これらの島々では深刻な外来種問題が多数生じている。小笠原のアカギ

Bischofia javanica を例にすると、アカギは人為的に攪乱された場所だけでなく
自然林にも侵入し、森全体が外来種であるアカギに優占されてしまう（田中ほか

2009）。また、その駆除も極めて難しく、薬剤の利用などを利用しなければなら
ない状況にある（伊藤ほか  2009）。  
 
②山腹緑化・法面緑化と外来種  
	
 日本では、山腹緑化・法面緑化によく利用されてきた植物はほとんどが外国産

の植物である。ハリエンジュ Robinia pseudoacacia、シナダレスズメガヤ
Eragrostis curvula などは、日本各地で外来種問題を引き起こしている（日本生
態学会 2002）。伊豆諸島も例外ではなく、道路沿いや崩壊跡の急速緑化には外来
種が用いられている。また、ヨモギ Artemisia indica  var. maximowiczii など日
本に分布する植物が用いられる場合もあるが、その場合も日本産のものでなく中

国や韓国などから輸入された外国産の種子が用いられることがある（日本生態学

会 2002）。これらの植物が元々その地域分布していた植物と交雑し、交雑個体が
定着してしまうことを遺伝的攪乱という。この遺伝的攪乱は、地域ごとの遺伝的

な固有性を低下させるものであり、地域固有の進化プロセスの破壊してしまうも

のでもある。伊豆諸島においても、オオシマツツジ Rhododendron kaempferi  var. 
macrogemma と園芸ツツジの交雑個体がすでに生育していることが大島で報告
されている（倉本 1986）。  
	
 このような緑化の問題に対して、御蔵島と三宅島では先駆的な試みがなされて

いる。御蔵島では 1995 年の台風 12 号により島内に多くの山腹崩壊が発生し、
緑化施工がなされた（荒瀬ほか 2010）。島の西北西部の崩壊地の緑化には、外来
種ではなくハチジョウススキやオオバヤシャブシなどの御蔵島産の苗が最初に

用いられた（荒瀬ほか 2010）。その後 2002 年には外国産の牧草種が播種された
ものの、在来種への置き換わりは比較的速やかに起こり、自然侵入したヒサカキ

Eurya japonica、カジイチゴ Rubus trifidus、ガクアジサイなども増加した（荒
瀬ほか 2010）。このように山腹緑化に御蔵島産の苗が用いられたことは、外来種
の影響を低減する先駆的な事例である。次に三宅島の事例を挙げる。三宅島では

2000 年噴火によって植生が大きく破壊され（上條 2001）、降雨後の泥流発生が
問題となった。しかし、大量の外来種を用いた緑化が島の生態系を大きく攪乱し

てしまう恐れがあることから、在来種（三宅島産の植物）を用いた緑化の促進を

明記した三宅島緑化ガイドラインが作成された（三宅島災害対策技術会議緑化関
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係調整部会 2004；石原 2006）。現在、三宅島の噴火荒廃地では三宅島産植物の
みを用いた緑化の試みもなされている（西澤 2013；菊池ほか 2016）。  
 
③外来草食動物と伊豆諸島  
	
 伊豆諸島は本来大型の草食動物が生息していなかったが、大島のキョンやタイ

ワンリス、新島のニホンジカ、八丈島と八丈小島のノヤギなど、大型の草食動物

の外来種が問題となっている。島の植物は採食圧に対する防御機能が低い可能性

が高く、植生の減少や種の絶滅といった深刻な問題になる恐れがある。これらの

事例の内、八丈小島ではノヤギ駆除によって植生が回復したことが報告されてい

る（上條ほか 2008）  
	
 

④御蔵島で注意すべきこと  
ここでは、御蔵島の自然と固有性の高い植物を保全する上で注意すべき点につ

いて述べる。まず、重要なことは、御蔵島の自然のかけがえのなさを理解するこ

とである。固有性の高い絶滅危惧種が多いということは、その種が御蔵島で絶滅

することは地球上から一つの種が完全に失われることに直結する。また、原生的

な状態を保った森林に覆われている島は伊豆諸島では御蔵島のみであり、小笠原

諸島においても南硫黄島を除くと原生的な森林に覆われた島は見られない。  
次にあげるのは外来種問題を正しく理解することであり、その深刻さは小笠原

をはじめ世界の海洋島の例から学ぶことができる。また、御蔵島でも起こり得る

問題として、崩壊地や道路法面の緑化の問題を挙げられる。全体として極めて良

好な自然が保存されてきた御蔵島では道路沿いを生育環境としている植物も多

い（御蔵島自然研究グループ  1996）。外来種による道路法面の緑化は、これら
植物の生育地を消失させることに繋がる。  
御蔵島の自然は、構成する個々の生物種の進化過程や、島の火山活動終息後か

ら現在に至るまでの生態系の成熟過程を経て成立したものであり、決して短い時

間では成立し得ないものである。これらは、島の大切な財産であり、外来種対策

はこのような自然の財産を後世に残すために必要不可欠な取り組みの一つであ

る。  
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